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風
力
発
電
建
設
に
つ
い
て
、
固

定
資
産
税
が
入
っ
て
も
交
付
税
が

減
額
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
風
力

発
電
建
設
は
、
町
民
に
と
っ
て
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
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付
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れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
風
力

発
電
建
設
は
、
町
民
に
と
っ
て
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
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交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
の
75
％
が
基
準
財
政
収
入
額
に
算
定
さ
れ

る
た
め
そ
の
部
分
は
普
通
交
付
税
が
減
額
と

な
り
ま
す
が
、
残
り
の
25
％
に
つ
い
て
は
町

の
一
般
財
源
と
し
て
収
入
さ
れ
交
付
税
へ
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
税

収
入
の
増
加
・
雇
用
の
増
加
・
事
業
者
に
よ

る
地
域
貢
献
策
等
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
事
業
者
に
よ
る
地
域
貢
献
策
は
、
人
的
支

援
・
経
済
的
支
援
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

具
体
的
な
支
援
策
は
事
業
者
に
お
い
て
検
討

す
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の
と
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す
。
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鏡
野
町
森
林（
も
り
）

づ
く
り
条
例
に
「
森
林

を
守
り
育
て
、
よ
り
豊

か
な
状
態
で
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
」
と
あ
る

が
、
風
力
発
電
設
置
で

山
を
切
り
開
い
て
い
く

の
は
条
例
に
反
し
て
い

な
い
か
。
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を
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て
る
た
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に
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、
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を
伐
採
し
、
植
樹
を
お
こ
な
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
守
る
た
め
に
は
管
理

道
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
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の
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い
の
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で
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は
、
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出
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。
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鏡野町議会 第10回 町民と議会との

　

奥
津
湖
周
辺
の
樹
木

が
繁
茂
し
、
眺
望
が
悪

く
な
っ
て
い
る
。
眺
望

を
妨
げ
て
い
る
樹
木
を

伐
採
し
て
、
道
路
・
展

望
場
所
か
ら
湖
面
や
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等
が
直
接
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せ
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よ
う
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き
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以
前
よ
り
、
苫
田
ダ
ム
を
管
理
し

て
い
る
国
土
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通
省
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田
ダ
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理
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、
国
道
を
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岡
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に
強
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要
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す
が
、
両
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が
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る
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設
の
管
理
上
必

要
と
は
認
め
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れ
な
い
等
の
回
答
を

も
ら
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い
ま
す
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指
定
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
毛
布
は

置
か
れ
て
い
る
が
、
板
の
間

で
毛
布
だ
け
で
は
体
が
痛
い

の
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

な
ど
の
敷
物
が
ほ
し
い
。
ま

た
、
冬
場
は
寒
い
の
で
配
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
簡
易
ベ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
備
蓄
品
と

し
て
計
画
的
に
整
備
し
て
お
り
、
指

定
避
難
所
を
開
設
し
た
際
に
避
難
者

の
方
に
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寒
さ
を
和
ら
げ
る
簡
易
畳

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
避
難
所
の
状

況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
必
要
に
応

じ
た
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
簡
易
ベ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
備
蓄
品
と

し
て
計
画
的
に
整
備
し
て
お
り
、
指

定
避
難
所
を
開
設
し
た
際
に
避
難
者

の
方
に
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寒
さ
を
和
ら
げ
る
簡
易
畳

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
避
難
所
の
状

況
を
把
握
し
た
う
え
で
、
必
要
に
応

じ
た
整
備
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

く
ら
し
安
全
課

く
ら
し
安
全
課

　

令
和
５
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４
月
１
日

に
鏡
野
町
太
陽
光
発
電

設
備
の
適
正
な
設
置
及

び
維
持
管
理
に
関
す
る

条
例
が
施
行
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た
が
、
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び
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も
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。
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。
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今
後
も
建
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が
予
想
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た
め
、
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が
地
元
に

事
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明
を
行
っ
て
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を
進
め
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い
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だ
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を
制
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ま
し
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。
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。
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花房議員
　子ども達への事件、事故に対する安全性が担保できない事業を行政が実施すること
に納得できない。

牧田議員　
　子ども達から反対の声は一切聞いていない。12月会議で「鏡野町こども基本条例」
が新たに制定され、子どもの声を尊重し、町のこども施策に関する事業として賛成する。

反対反対

藤田議員
　取組に時間がなく、安全面でも問題。予算があるなら、大多数が参加する修学旅行に
補助してはどうか。この取組は各家庭でしようと思えば、家庭の考えでされたら良い。

反対反対

飯綱議員
　感性が豊かな時期に自身で決めた旅を経験することは心の成長につながる。責任を
負い、ルールを守りながら好奇心を解放して旅を楽しんでほしい。

賛成賛成

賛成賛成

障がいのあるこどものサポート
放課後等デイサービス給付費

【７８０万円】
　放課後等デイサービスの利用増加（利用日数・
利用者数）に伴い、年間給付費が不足するため。

畜産農家への支援
畜産業臨時管理費
【６５３万円】

　岡山県が実施する
畜産農家に対する配
合飼料購入負担額軽
減のため補助を実施
する。　

令和５年度一般会計補正予算（第７号）議第94号 令和５年
12月21日

原案
可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

採決
結果

原
　
　
章
倫

長
石
　
幸
男

小
椋
　
晶
志

岸
　
　
泰
廣

片
田
八
重
美

仲
西
　
祐
一

牧
田
　
俊
一

飯
綱
　
洋
平

花
房
　
　
尚

藤
田
　
照
子

山
本
　
秀
久

難
波
　
達
男

岡
田
　
高
幸

鈴
木
　
大
介

–

○○○○○○○

×××

○欠○

【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：表決なし　   ※原議長は採決に加わりません

議第94号  令和５年度一般会計補正予算（第７号）議第94号  令和５年度一般会計補正予算（第７号）

12月会議で決まりました12月会議で決まりました
　令和５年12月４日～21日まで、12月会議が開催され、令和５年度一般会計補正予算３億５620
万円など、26件の議案が議決されました。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　また、令和５年10月26日に随時会議が開催され、財産の取得１件の議案が議決されました。

こどもたちの最善の利益を尊重する指針として町のこども施策の基本的な考えを示す
「鏡野町こども基本条例」が制定されました

「鏡野町中学生夢づくり事業」について、賛否が分かれ、賛成討論・反対討論がありました。
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旧鏡野町立富小学校の利活用

鏡野町こども基本条例の制定

木育施設整備事業費
【５１０万円】

　旧鏡野町立富小学校の校舎の活用として、富地
域全体の森林、木材を主とした木育（もくいく）
の拠点、地域振興の拠点として整備を行うための
基本設計費用。
　富地域産の木材をふんだんに使用している既設
の教室等を生かし、赤ちゃんから全ての世代の
方々が、木に触れ、木の良さを体感して「遊び・
体験・学び」を通じて木育の輪を広げる。

 「児童の権利に関する条約」「こども基本法」に
基づき、こどもたちの最善の利益を尊重する指針
とし、町のこども施策に関する基本的な考え方を
示すもの

鏡野町都市公園条例の制定
　鏡野町竹田115に整備中の「鏡野ふれあい運動
公園」に関する条例

鏡野町国民保険病院条例の一部改正
　診察時間を変更し、月曜日から水曜日及び金曜
日は午前８時30分から午後５時まで、木曜日及
び土曜日は正午までとする。

住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業費
【１億２９５０万円】

　国の総合経済対策として、夏以降実施してきた
１世帯あたり３万円の給付を拡大し、１世帯あた
り７万円を追加し、合計10万円の支援を行う。

青少年健全育成
鏡野町中学生夢づくり事業

【４０８万円】
　鏡野町に在住の中学２年生を対象に、自分たち
で旅の計画を立て公共交通機関を利用して実際に
旅をすることで、自らを成長させる事業。青春
18きっぷ、宿泊代の補助を行う。

条例の制定・一部改正

公の施設に係る指定管理者の指定

「最低賃金全国一律制への法改正を求める意見書」
採択を求める請願　
　岡山県労働組合会議　議長：西崎直人　
　紹介議員　藤田照子
　審査の結果、不採択となりました。

鏡野町富及び羽出地域の風力発電所建設計画反対
に関する請願　
　鏡野風力発電を考える会　代表：大角香櫻里
　紹介議員　藤田照子
　総務常任委員会、産業常任委員会で審議した
結果、十分な調査と研究が必要であると判断
し、継続審査となりました。

請　　願

○のとろ原キャンプ場、のとろ温泉施設、のとろ館
 【一般社団法人　富ふるさと公社】

○鏡野町淡水魚養殖施設
　鏡野町ひらめ種苗センター
　富農林水産物処理加工施設
 【一般社団法人　富ふるさと公社】

○鏡野町農林水産物直売施設「ふるさと物産館」
 【特定非営利活動法人  てっちりこ】

○鏡野町富高齢者センター
 【株式会社  とみ山荘】

○鏡野町総合文化施設
　鏡野町立図書館
 【ＴＲＣ・合人社田園文化創造パートナーズ】



かがみの議会だより・第19号 6

議会改革を止めることなく　前に!!議会改革を止めることなく　前に!!

○本委員会の立ち上げの意義（議長からの諮問の経緯)
　平成23年に議員定数が18名から15名に改正があり、それ以降の期間、見直しもなく今後の鏡野町
を見据えた上で議員自ら「議員定数」「議員報酬」を考えていかなければならず、また、「予算・決算
の審査の在り方」に関して、平成28年度から今日まで持ち越しとなっており、全議員がしっかりと
審査できる方法を協議し結論を出すこととの議長より諮問があり、本委員会が立ち上がった。

設置目的設置目的

　平成25年に議会と議員の果たすべき役割を定めた鏡野町議会基本条例が制定されてから本日まで
約10年が経過します。鏡野町民の福祉向上に資することを目的とし、議会機能を不断に見直し、議会
改革に取り組むことが私たち議会・議員の責務であります。
　本委員会での取りまとめが、さらなる議会の活性化と議員としての活動が町民により身近に感じら
れる改革の一歩となるよう、全力で取り組んでまいります。本委員会の調査・研究にご協力を賜りま
した町民の方へ感謝を申し上げお礼に代えさせていただきます。

議員定数及び報酬並びに予算決算審査検討特別委員会　委員長　牧田  俊一　　

まとめとお礼まとめとお礼

委員会最終結果（次回の一般選挙から適用）委員会最終結果（次回の一般選挙から適用）

調査・研究の概要調査・研究の概要

意

見

交

換

会

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

 「議員定数及び報酬並びに予算決算審査検討特別委員会」の決定事項の報告

○委員構成○委員構成
・委 員 長　牧田 俊一
・副委員長　飯綱 洋平
・委　　員　長石 幸男　 小椋 晶志　 岸    泰廣　 片田八重美
　　　　　　仲西 祐一　 花房　 尚　 藤田 照子　 山本 秀久
　　　　　　難波 達男　 岡田 高幸　 鈴木 大介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  計13名の委員構成

○審査期間○審査期間
・令和４年12月23日～令和５年12月６日まで

○委員会の名称○委員会の名称
・議員定数及び報酬並びに予算決算審査検討特別委員会

○審査対象○審査対象
・議員定数
・議員報酬
・予算決算に係る審査方法
○委員会内における審査対象の調査・研究（方法）、参考資料○委員会内における審査対象の調査・研究（方法）、参考資料
・委員会（14回開催）
・町民アンケートの実施（紙媒体・Web媒体）
・町民との意見交換会（2回開催）
・美咲町議会の歳入歳出決算認定特別委員会の傍聴・視察
・有識者からの意見聴取・講演会開催
・鏡野町区長会より鏡野町議会議員の定数削減を求める要望書
・本委員会内での配布資料
・各委員による町民からの意見集約及び調査研究

常　任
委員会
編　成

議員定数
報　　酬

総務常任委員会
産業常任委員会
文教厚生常任委員会

15名 13名（２名減）
現　　　　　行

▶

変　　更　　後

議　長　31万8,000円
副議長　26万4,000円
議　員　24万4,000円

現状維持

総務産業常任委員会（再編）
文教厚生常任委員会（現行のまま）
予算決算常任委員会（新たに設置）



かがみの議会だより・第19号7

　12月会議最終日に、鈴木大介議員、飯綱洋平議員、牧田俊一議員の３名が
発議し、「鏡野町議会ハラスメント防止条例」が全会一致で可決されました。
　鏡野町職員、また教職員については、それぞれ「鏡野町職員のハラスメント
の防止等に関する規定」、「鏡野町立学校の職場におけるハラスメントの防止
等に関する要綱」として定められていますが、これまで、議員同士、また議員か
ら町職員に対するハラスメントを防止する条例等はありませんでした。
　議員及び議会としての役割を十分に発揮するため一人ひとりが力を発揮し
活動するために、互いの人格を尊重し、相互理解を深めることを通じて、ハ
ラスメントについて考え、ハラスメントの防止及び根絶に努め、信頼される
議会の実現を目指して、制定されました。条例は全９条で構成され、

意

見

交

換

会

12

月

会

議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

鏡野町議会ハラスメント
防止条例が制定されました

１条では、条例の目的とし、すべての議員が、互いに人格を尊重し、
　　　　　相互に信頼し合い、議員、議会の役割を十分に発揮するため
　　　　　に議員、職員へのハラスメント防止、根絶するための処置を
　　　　　講じ、信頼される議会の実現を目的としています。
２条では、ハラスメントの定義
３条では、議員の責務として、常に高い倫理意識を持ち、ハラスメント
　　　　　防止に努めなければならないとしています。
４条では、議長の責務として、ハラスメント審査会の設置等について
５条では、議長の職務の代行
６条では、ハラスメント防止を図るための研修実施について
７条では、秘密保持等の注意義務
８条では、ハラスメント防止についての継続的な検討
９条では、詳しいことは別に議長が定めるとしています。

※議長に申立てがあった場合、町議会で審査会を設けてハラスメントが
　確認されれば、議会だよりやホームページで議員の名前を公表します。



〜
一
般
質
問 

〜

議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。議会だよりには、２問のみ掲載しています。○印のものは掲載していません。

※仲西議員の一般質問のページは本人の意向で掲載をしておりません※仲西議員の一般質問のページは本人の意向で掲載をしておりません

ページ 議  員  名 質  問  内  容

難波　達男

花房　　尚

牧田　俊一

片田八重美

岸　　泰廣

鈴木　大介

藤田　照子

仲西　祐一

9

10

11

12

13

14

15

※

１．観光振興について
２．（仮）JRE鏡野風力発電　現在の状況について

１．鏡野観光局について・モンベル直営店について
２．子育て支援策　経済的支援について
○ （仮）JRE鏡野風力発電事業について
○　指定管理者について

１．手話言語条例について
２．小学校運営について
○　大手菓子メーカーとの連携による健康とまちづくりについて
○　財務書類について

１．閉校施設の跡地利用について
２．ご意見箱の設置について

１．災害復旧について

１．子育て支援について
２．高齢者福祉について

１．循環型社会の形成について

○　有線放送の工事料金等の内訳に関して

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が

町
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
執
行
機
関
に
対
し
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

意

見

交

換

会

かがみの議会だより・第19号 8



かがみの議会だより・第19号9

難波 達男［なんば たつお］ 議員

令和4年増加傾向が台風７号の影響で減少した、
被災を受けた所は順次復旧を進める

鏡野町総合計画、後期基本計画・観光の振興
において現在までの入込客数について

質問質問

答弁答弁

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

12

月

会

議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
感
染
症
が
５
類
移

　
　
行
後
の
状
況
と
、
台

風
７
号
で
鏡
野
町
北
部
が

被
害
を
受
け
た
観
光
施
設

の
影
響
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
２
年
度
は
72

万
人
、
令
和
３
年
度
は
79

万
人
、
令
和
４
年
度
は
ア

ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
に
よ
り

94
万
人
の
増
加
傾
向
に
な

っ
た
が
、
台
風
７
号
の
影

響
で
令
和
５
年
８
月
９
月

は
入
込
客
数
が
減
少
し
た

観
光
施
設
（
奥
津
温
泉

街
）
は
い
ま
だ
再
開
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
旅
館

も
あ
る
。
町
有
施
設
に
つ

い
て
は
、
順
次
復
旧
工
事

を
進
め
て
い
る
。

　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場
は

完
全
に
復
旧
し
て
い
な
い

が
、
令
和
５
年
度
設
計
を

終
え
、
令
和
６
年
度
事
業

着
手
、
完
了
を
目
指
す
予

定
。
今
後
は
新
し
く
な
っ

た
鏡
野
観
光
局
に
よ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ラ
ン
を

中
心
と
し
た
新
し
い
自
然

体
験
ツ
ア
ー
等
を
造
成
し

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
町
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
多
く
の
方
に

問問

訪
れ
て
も
ら
え
る
町
を
目

指
す
。

　
　
　
鏡
野
観
光
局
の
取

　
　
り
組
み
と
町
の
支
援

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
一
般
社
団
法
人
と

し
て
独
自
に
安
定
的
な
経

営
、
体
制
の
強
化
、
事
務

局
の
人
づ
く
り
を
し
て
い

く
。
町
と
し
て
は
３
年
間

の
交
付
金
を
受
け
て
財
政
、

人
員
的
（
技
術
的
）
支
援

を
行
い
、
稼
げ
る
観
光
地

経
営
の
法
人
と
し
て
手
助

け
を
す
る
。

　
　
　
温
泉
街
の
復
旧
に

　
　
つ
い
て
河
川
に
は
岡

山
県
の
施
設
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
後
岡
山
県

と
は
ど
の
よ
う
な
連
携
と

時
期
を
考
え
て
す
す
め
て

い
く
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
県
の
許
認
可
に
必

要
な
図
面
作
成
が
必
要
だ

が
、
測
量
設
計
が
間
に
合

わ
ず
、
当
該
箇
所
の
工
事

は
協
議
の
結
果
、
一
括
で

県
が
復
旧
工
事
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

問問
　
　
　
現
在
調
査
が
行
わ

　
　
れ
て
い
る
（
仮
）
Ｊ

Ｒ
Ｅ
鏡
野
風
力
発
電
事
業

に
つ
い
て
今
後
事
業
が
行

わ
れ
る
と
な
れ
ば
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
く
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
事
業
者
が
環
境

影
響
の
調
査
結
果
、
専
門

家
に
よ
る
調
査
分
析
を
実

施
し
、
事
業
計
画
を
検
討

し
環
境
影
響
評
価
準
備
書

を
作
成
し
て
い
る
の
で
準

備
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の

内
容
を
確
認
す
る
ま
で
は

回
答
を
差
し
控
え
る
。

　
　
　
11
月
20
日
に
事
業

　
　
反
対
署
名
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
対
す
る
見
解

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
今
後
、
環
境
影
響

評
価
書
に
対
し
て
、
県
知

事
お
よ
び
、
事
業
者
に
意

見
を
述
べ
る
際
の
参
考
に

す
る
。

環
境
影
響
評
価
準
備
書
が
提
出

さ
れ
、
内
容
を
確
認
す
る
ま
で

は
回
答
を
差
し
控
え
る

（
仮
）J
R
E
鏡
野
風
力
発
電

現
在
の
状
況
は

質問質問

答弁答弁

徳島県  ユーラス上勝神山
ウインドファーム

旧国民宿舎いつき

答答

問問問問 答答

問問答答

答答

問問答答

答答

　
　
　
上
齋
原
地
区
の
国

　
　
民
宿
舎
い
つ
き
、
奥

津
地
区
の
大
釣
温
泉
の
今

後
に
つ
い
て
。

　
　
町　
長

　
　
　
国
民
宿
舎
い
つ
き

跡
地
に
は
、
温
泉
を
利
用

し
た
宿
泊
施
設
の
整
備
を

予
定
し
て
い
る
が
、
国
と

交
付
金
の
協
議
を
し
た
結

果
、
み
ず
の
郷
奥
津
湖
総

合
案
内
所
周
辺
整
備
の
事

業
が
先
に
な
り
、
そ
の
後
、

い
つ
き
跡
地
の
施
設
整
備

を
行
う
予
定
。
大
釣
温
泉

は
建
物
の
維
持
は
困
難
だ

が
、
名
勝
奥
津
渓
の
紅
葉

時
期
に
既
設
の
ト
イ
レ
を

残
し
駐
車
場
と
足
湯
が
楽

し
め
る
場
所
と
し
て
の
再

編
を
考
え
る
。

〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。



かがみの議会だより・第19号 10

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

モンベル側が鏡野町の自然に興味を持ち奥津湖
周辺に直営店を整備という提案から合意に至った

観光推進事業並びに鏡野観光局と
モンベル直営店建設との関連性の説明を

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
観
光
戦
略
会
議
が

　
　
開
か
れ
た
が
、
新
し

い
戦
略
と
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
10
月
10

日
に
第
一
回
の
観
光
戦
略

会
議
が
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
。
協
議
内
容

は
、
「
令
和
５
年
度
の
実

施
事
業
に
つ
い
て
」
と

「
稼
ぐ
観
光
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
」
の
観
光
局
職

員
に
よ
る
講
演
で
あ
っ
た
。

講
演
の
内
容
は
、
「
鏡
野

町
な
ら
で
は
の
稼
ぐ
観
光

地
へ
進
化
」
を
目
指
し
た

鏡
野
町
の
や
る
べ
き
こ
と
、

世
界
情
勢
か
ら
の
鏡
野
町

の
滞
在
戦
略
な
ど
、
非
常

問問

に
有
意
義
な
も
の
で
、
い

ず
れ
も
設
立
総
会
で
決
定

さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
な
事
業
実
施
を

進
め
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
　
　
　
観
光
推
進
事
業
並

　
　
び
に
鏡
野
観
光
局
と

モ
ン
ベ
ル
直
営
店
建
設
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
。

問問
　
　
　
子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
支
援
と
し
て
、
給
食

費
の
無
償
化
を
実
現
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
給
食
費
の
無
償
化

の
実
現
に
つ
い
て
、
全
国

的
な
給
食
費
無
償
化
の
波

は
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
タ

イ
ミ
ン
グ
を
外
す
こ
と
な

く
判
断
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
ブ
の
利
用
料
の
軽
減
、

あ
る
い
は
減
免
措
置
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。
　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
９
月
の

議
会
で
も
答
弁
し
た
が
、

子
育
て
世
帯
の
様
々
な
事

情
を
考
慮
す
る
と
、
何
ら

か
の
手
立
て
は
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
。
今
後
他
の
自

治
体
の
例
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
す
こ
と

な
く
判
断
し
た
い

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て

給
食
費
の
無
償
化
を

質問質問

答弁答弁

奥津湖畔

答答

問問

問問

答答

答答

問問答答

答答

　
　
町　
長

　
　
　

平
成
23
年
当
時
、

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
方
向
性
に
感
銘
を

受
け
、
鏡
野
町
は
、
モ
ン

ベ
ル
の
フ
レ
ン
ド
タ
ウ

ン
に
な
っ
た
。
以
降
も
、

SEA
 T
O
  SU

M
M
IT

（
シ
ー
ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
）

の
開
催
の
ほ
か
、ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ツ
ア
ー
や
ル
ー
ト

づ
く
り
等
共
同
で
実
施
し
、

モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
参
画
、
ジ

ャ
パ
ン
エ
コ
ト
ラ
ッ
ク
へ

の
登
録
な
ど
、
現
在
も
、

モ
ン
ベ
ル
と
鏡
野
町
は
良

好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
。

な
お
、SEA TO SUMMIT

な
ど
を
通
じ
て
鏡
野
町
を

た
び
た
び
訪
れ
て
い
た
株

式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の
会
長

が
、
鏡
野
町
の
自
然
、
ア

ウ
ト
ド
ア
に
興
味
を
持
っ

た
結
果
、
奥
津
湖
周
辺
に

直
営
店
を
整
備
で
き
な
い

か
と
い
う
提
案
か
ら
、
建

設
の
合
意
に
至
っ
た
。

　
　
　
直
営
店
の
建
設
費

　
　
用
４
億
円
の
財
源
は

何
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
11
月
10

日
開
催
の
議
会
全
員
協
議

会
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
事
業
費
の
半
分
を
国

の
交
付
金
、
残
り
は
、
可

能
な
限
り
交
付
税
算
入
の

あ
る
起
債
を
充
当
し
て
町

費
の
負
担
を
軽
減
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

12

月

会

議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

町職員の手話養成講座の受講と、
町民参加による自主講座も実施している

「手話言語条例」が制定されて2年6ケ月経過するが
現在の手話普及にむけての取り組みは

質問質問

答弁答弁
　
　
　
令
和
３
年
６
月
23

　
　
日
に
鏡
野
町
手
話
言

語
条
例
が
設
定
さ
れ
た
。

現
在
の
手
話
普
及
に
む
け

て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
手
話
の
育
成
と
普

及
の
取
り
組
み
と
し
て
、

職
員
の
一
名
が
令
和
５
年

度
の
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
入
門
過
程
」
を
終
了

し
た
。
ま
た
、
町
民
の
方

の
活
動
と
し
て
は
、
中
央

公
民
館
を
活
用
し
、
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
に
手

話
を
勉
強
す
る
自
主
講
座

も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
手
話
言
語
条
例
制

　
　
定
後
の
環
境
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

問問問問

　
　
町　
長

　
　
　
庁
舎
内
で
は
、
聴

覚
障
が
い
の
方
の
窓
口
対

応
の
た
め
に『
耳
マ
ー
ク
』

を
設
置
し
、
マ
ジ
ッ
ク
ボ

ー
ド
を
利
用
し
て
筆
談
が

で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
遠
隔
手
話
通
訳
サ

ー
ビ
ス
や
県
か
ら
の
手
話

通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の

派
遣
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
手
話
通
訳
士
の
資

　
　
格
取
得
と
、
手
話
の

普
及
に
向
け
た
支
援
策
・

援
助
金
が
必
要
で
は
な
い

か
。
　
　
総
合
福
祉
課
長

　
　
　
近
隣
の
自
治
体
の

取
り
組
み
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

問問問問
　
　
　
小
規
模
特
認
校
制

　
　
度
に
よ
り
町
内
の
小

学
校
で
は
奥
津
小
学
校
が

認
定
校
と
な
っ
て
い
る
。

小
規
模
特
認
校
へ
の
児
童

募
集
の
案
内
告
知
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い

る
。
令
和
５
年
12
月
ま
で

の
募
集
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
児
童
の
募
集
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
現
在
、
町
内
か
ら

申
請
が
１
名
あ
り
、
受
付

を
済
ま
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
外
か
ら
の
転
居
予
定
申

請
が
１
件
あ
る
が
未
確
定

の
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
小
規
模
特
認
校
と

　
　
し
て
の
学
校
運
営
方

針
と
課
題
点
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
小
規
模
の
学
校
の

良
さ
を
活
か
し
た
特
色
の

あ
る
学
校
運
営
を
目
指
し
、

現
在
の
奥
津
小
学
校
を
今

以
上
に
特
色
あ
る
、
魅
力

あ
る
、
み
ん
な
が
通
い
た

い
と
思
う
学
校
に
し
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
考
え
て

い
る
。
町
北
部
地
域
唯
一

の
小
学
校
と
し
て
存
続
し
、

単
独
運
営
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

　
　
　
令
和
10
年
に
は
現

　
　
在
の
大
野
小
学
校
と

香
々
美
小
学
校
が
統
合
す

る
と
、
小
規
模
特
認
校
の

認
定
以
外
の
学
校
と
し
て
、

鶴
喜
小
学
校
の
児
童
数
が

最
も
少
な
い
学
校
と
な
る
。

現
在
、
鶴
喜
小
学
校
の
小

規
模
特
認
校
の
認
定
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
鶴

喜
小
学
校
の
小
規
模
特
認

校
の
指
定
は
考
え
て
い
な

町
内
学
区
か
ら
１
名
申
請
が
あ
り
受
付
を
済
ま
し
て
い
る

ま
た
、
町
外
か
ら
１
件
申
請
が
あ
る
が
不
確
定
で
あ
る

小
規
模
特
認
校
の
奥
津
小
学
校
へ
の

児
童
の
募
集
状
況
は

質問質問

答弁答弁

い
。
　
　
　
令
和
10
年
度
に
大

　
　
野
小
学
校
と
香
々
美

小
学
校
の
再
編
に
向
け
た

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
方
針
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　

令
和
３
年
度
に
、

町
立
小
学
校
の
教
育
環
境

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か

ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、
令

和
10
年
度
を
目
途
に
統
合

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
町
の
財
政

事
情
や
大
型
事
業
等
の
調

整
が
必
要
と
な
り
、
現
在
、

教
育
会
議
等
で
検
討
し
て

い
る
。

答答

答答問問答答

答答答答

問問答答

問問答答
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「みんなの廃校プロジェクト」に参加し、
全国からの応募を募っている

上齋原・香北・富小学校の跡地を
どのように活用するのか

質問質問

答弁答弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
み
ん
な
の
廃
校
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
い

つ
か
ら
登
録
さ
れ
た
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
平
成
22
年
か
ら
文

部
科
学
省
が
所
管
し
、
３

校
を
全
国
に
公
表
し
た
の

は
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
。

　
　
　
跡
地
利
用
に
つ
い

　
　
て
、
各
地
域
か
ら
ど

の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た

か
。
　
　
教
育
長

　
　
　
香
北
小
学
校
で
は
、

林
間
学
校
、
田
舎
宿
泊
施

設
、
上
齋
原
学
園
で
は
、

農
業
体
験
や
福
祉
施
設
な

ど
、
富
小
学
校
で
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
、
合
宿
や

研
修
施
設
、
高
齢
者
や
福

祉
施
設
と
言
っ
た
意
見
が

あ
っ
た
。

　
　
　
み
ん
な
の
廃
校
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
登
録

し
て
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

反
響
が
あ
っ
た
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

へ
大
学
の
関
係
者
や
民
間

企
業
１
社
と
、
子
ど
も
体

験
活
動
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ

問問問問問問

Ｏ
法
人
を
現
地
案
内
し
た
。

ま
た
、
12
月
に
は
、
上
齋

原
学
園
と
、
香
北
小
学
校

へ
民
間
２
社
を
案
内
し
た
。

富
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

町
で
跡
地
利
用
を
考
え
て

い
る
の
で
登
録
を
削
除
し

た
。
　
　
　
登
録
の
期
間
は
何

　
　
年
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
登
録
を
削
除
し
な

い
限
り
掲
載
で
き
、
期
間

は
な
い
。

　
　
　
鏡
野
町
が
登
録
し

　
　
て
い
る
各
学
校
の
募

集
内
容
、
条
件
等
表
現
が

同
じ
だ
。
他
施
設
で
は
、

譲
渡
先
募
集
や
、部
分
的

活
用
の
相
談
も
可
能
な
ど

具
体
的
な
募
集
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
工
夫
が
必
要

と
思
う
が
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
事
業
提
案
の

募
集
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
今
後
は
、
も

っ
と
詳
細
な
こ
と
も

入
れ
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

問問
　
　
　
匿
名
で
本
音
が
言

　
　
え
る
の
は
町
民
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
だ
。
本
音

を
知
る
こ
と
が
で
き
政
策

に
反
映
で
き
れ
ば
町
の
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う
が
。 　

　
町　
長

　
　
　
前
に
、
設
置
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
苦
情

や
要
望
、
個
人
的
な
意
見

が
多
く
分
析
し
に
く
か
っ

た
。
今
は
、
１
０
０
０
人

ア
ン
ケ
ー
ト
が
回
収
率
も

良
く
、
書
き
込
み
も
多
い
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
お
問
い
合
わ
せ
フ

ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
る

の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

過
去
に
設
置
し
た
が
、

効
果
が
な
か
っ
た

町
内
に
ご
意
見
箱
を

設
置
し
な
い
か

質問質問

答弁答弁

答答答答答答

問問答答

答答

問問

答答

問問問問答答 答答

　
　
　

施
設
活
用
に
は
、

　
　
様
々
な
用
途
が
考
え

ら
れ
る
が
、
今
後
も
窓
口

は
、
教
育
委
員
会
な
の
か
。

体
制
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
現
在
は
行
政
財
産

で
あ
る
。
今
後
は
、
普
通

財
産
へ
の
移
行
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
活
性
に
繋
が
る
よ

　
　
う
な
活
用
方
法
を
検

討
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、

地
元
の
声
も
入
れ
ら
れ
る

場
、
例
え
ば
、
「
公
有
財

産
利
活
用
検
討
委
員
会
」

を
設
立
し
、
協
議
す
る
場

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
長
部
局
、
財
産

部
局
、
財
産
管
理
部
局
と

も
協
議
し
、
活
用
方
法
を

模
索
し
た
い
。

旧香北小学校
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町の所管する災害箇所数は
557か所

台風７号の災害箇所は
何か所あったか

質問質問

一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

12

月

会

議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
台
風
７
号
に
よ
る

　
　
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
、
町
内
に
お
い
て
近
年

に
な
い
大
災
害
が
発
生
し

た
。
最
終
的
に
大
小
合
わ

せ
て
何
か
所
の
災
害
箇
所

が
あ
っ
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
令
和
５
年
12
月
１

日
現
在
の
建
物
被
害
は
、

住
居
の
床
下
浸
水
５
件
、

空
き
家
の
倒
壊
が
１
件
、

空
き
家
の
床
下
浸
水
が
２

件
。
農
業
関
連
施
設
等
の

被
害
に
つ
い
て
は
、
農
地

は
、
国
庫
補
助
分
が
22
か

所
、
単
独
災
害
、
資
材
支

給
等
分
が
１
６
２
か
所
、

農
業
用
施
設
は
、
国
庫
補

助
分
が
９
か
所
、
単
独
災

害
、
資
材
支
給
等
分
が
１

３
２
か
所
、
農
作
物
に
つ

い
て
は
、
土
砂
流
入
に
よ

る
も
の
が
55
か
所
、
浸
水

に
よ
る
も
の
が
１
か
所
、

水
産
業
施
設
は
２
か
所
、

観
光
施
設
等
の
被
害
に
つ

い
て
は
、
観
光
施
設
９
か

所
、
林
道
施
設
等
の
被
害

に
つ
い
て
は
、
林
道
、
国

庫
補
助
分
は
４
路
線
、
８

か
所
、
単
独
災
害
、
資
材

支
給
等
の
分
が
63
か
所
、

道
路
は
、
国
庫
補
助
分
が

問問

４
路
線
、
５
か
所
、
道
路

障
害
等
に
よ
る
緊
急
対
策

工
事
分
が
43
か
所
、
普
通

河
川
は
、
国
庫
補
助
分
が

２
か
所
、
緊
急
対
策
工
事

分
が
16
か
所
、
林
地
に
つ

い
は
、
把
握
、
報
告
が
あ

っ
た
も
の
１
か
所
、
作
業

道
２
か
所
、
水
道
施
設
に

つ
い
て
は
12
か
所
、
下
水

道
施
設
は
２
か
所
、
そ
の

他
公
共
、
公
用
施
設
の
被

害
は
、
奥
津
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
内
の
被
害
は
２
か
所
、

上
齋
原
公
共
墓
地
の
被
害

１
か
所
、町
の
所
管
す
る
災

害
箇
所
数
は
５
５
７
か
所
。

　
　
　
13
億
６
千
万
円
の

　
　
補
正
予
算
も
組
ま
れ
、

復
旧
に
向
け
て
の
仕
分
作

業
が
進
ん
で
い
る
と
思
う

が
、
復
旧
作
業
に
は
い
つ

頃
か
ら
着
手
す
る
予
定
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
農
地
、
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
春
作
業

を
考
慮
し
て
、
資
材
支
給

等
を
行
っ
て
い
る
。
災
害

復
旧
工
事
は
、
令
和
６
年

１
月
下
旬
か
ら
順
次
発
注

を
行
い
、
通
行
上
障
害
と

な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

緊
急
対
策
工
事
を
順
次
行

っ
て
い
る
。
普
通
河
川
は
、

町内の被災地

答答

問問答答

問問

問問答答

答答

非
出
水
期
と
な
る
令
和
６

年
10
月
中
旬
の
着
工
を
目

指
し
、
令
和
６
年
８
月
下

旬
に
発
注
を
行
う
予
定
。

　
産
業
観
光
課
の
観
光
施

設
は
、
順
次
早
急
な
対
応

を
し
て
お
り
、
恩
原
高
原

ス
キ
ー
場
土
砂
流
入
、
の

と
ろ
温
泉
の
り
面
崩
落
は
、

既
に
工
事
を
実
施
し
て
、

一
部
完
了
し
た
箇
所
も
あ

る
。
そ
の
他
復
旧
工
事
箇

所
は
、
現
在
測
量
設
計
を

実
施
し
、
事
業
繰
越
し
を

行
い
、
令
和
６
年
度
の
早

い
時
期
に
着
工
予
定
。

　
水
産
業
施
設
の
単
独
災

害
復
旧
に
お
け
る
重
機
借

り
上
げ
や
材
料
支
給
は
、

こ
れ
か
ら
冬
季
に
入
る
た

め
に
着
手
が
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
令
和
６
年
度

に
事
業
繰
越
し
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
上
下
水
道
課
が
管
理
す

る
水
道
施
設
及
び
下
水
道

施
設
は
令
和
５
年
11
月
末

ま
で
に
全
て
の
災
害
箇
所

の
復
旧
工
事
を
完
了
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
公
共
、
公
用
施

設
に
つ
い
て
も
、
全
て
着

手
済
み
で
あ
る
。

　
　
　
吉
井
川
の
復
旧
は
、

　
　
来
年
の
梅
雨
時
期
に

再
度
被
害
の
可
能
性
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に

農
業
用
水
、
観
光
地
の
河

川
の
災
害
を
最
小
限
に
止

め
る
に
は
復
旧
作
業
が
急

務
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　
町　
長

　
　
　
工
事
着
手
前
ま
で

の
間
、
河
川
の
災
害
を
最

小
限
に
防
ぐ
た
め
に
、
必

要
に
応
じ
、
応
急
復
旧
工

事
と
し
て
、
大
型
土
の
う

な
ど
の
設
置
を
行
う
予
定
。

　
　
　
県
道
ま
た
は
河
川

　
　
の
災
害
箇
所
の
復
旧

に
向
け
て
、
岡
山
県
と
の

協
議
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
国
・
県
道
、
一
級

河
川
等
を
早
期
復
旧
に
向

け
て
１
か
所
ず
つ
協
議
を

行
い
、
地
権
者
な
ど
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

質問質問

答弁答弁

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
鏡
野
町
こ
ど
も
基

　
　
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
こ
の
条
例
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援

か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
最

善
の
利
益
を
尊
重
す
る
指

針
と
し
て
、
町
の
子
ど
も

施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
を
示
す
も
の
。
今

後
策
定
す
る
第
３
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
お
い
て
、
こ
の
条
例

の
趣
旨
を
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
。
条
例
の
制
定
で
、

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
を
大

切
に
と
い
う
町
の
子
育
て

支
援
の
根
幹
に
あ
る
考
え

が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
思
い
を
こ
の
た
び
明

文
化
し
た
こ
と
か
ら
、
揺

ら
ぐ
こ
と
な
く
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
障
害
児
支
援
に
お

　
　
い
て
、
生
涯
に
わ
た

る
支
援
に
つ
い
て
、
各
年

代
の
支
援
状
況
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
、
幼

児
期
に
は
発
達
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
窓
口
に

な
り
、
育
て
づ
ら
さ
な
ど

問問問問

を
感
じ
る
保
護
者
の
相
談

を
受
け
、
発
達
状
況
の
見

立
て
や
助
言
、
園
児
や

小
・
中
学
生
に
は
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

も
関
わ
り
、
園
、
学
校
、

家
庭
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
運
動
面
で
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
に
は
、

理
学
療
法
士
が
座
位
や
歩

行
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
に
お
い
て
、
学

校
生
活
が
そ
の
児
童
・
生

徒
に
と
り
、
安
全
で
安
心

し
て
学
べ
る
場
で
あ
る
よ

う
個
別
に
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近

い
形
で
非
常
勤
専
科
講
師
、

支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
中
学
校
卒
業
時
に
は
総

合
福
祉
課
に
引
き
継
ぎ
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努

め
て
い
る
。

　
成
人
期
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
鏡
野
町
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
や
津
山
地
域

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
が
自
立
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
事
業
と
し
て
障

害
福
祉
相
談
支
援
員
を
委

託
し
、
総
合
福
祉
課
に
配

置
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
で
支
援
を
必
要

と
し
、
困
難
を
抱
え
る
人

　
　
　
高
齢
者
等
見
守
り

　
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
実
施
要
綱
に
基

づ
き
、
事
前
に
登
録
さ
れ

た
認
知
症
等
高
齢
者
が
行

方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、

同
意
を
得
ら
れ
た
範
囲
内

で
の
協
力
関
係
機
関
と
、

受
信
登
録
協
力
者
に
、
住

所
・
氏
名
の
ほ
か
、
行
方

不
明
者
の
特
徴
、
顔
写
真

等
の
情
報
を
提
供
し
て
、

可
能
な
範
囲
で
捜
索
に
御

協
力
い
た
だ
く
も
の
。

　
　
　
安
全
・
安
心
か
が

　
　
み
の
情
報
メ
ー
ル
と

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
メ
ー
ル
配
信
の

共
有
に
つ
い
て
の
問
題
点

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
メ
ー
ル
配
信
を
共

有
す
る
に
当
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
や

添
付
容
量
な
ど
、
技
術
的

な
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

規
約
や
カ
テ
ゴ
リ
の
見
直

し
な
ど
技
術
面
以
外
の
問

題
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

諸
問
題
を
整
理
し
て
、
利

用
者
、
協
力
者
、
各
関
係

機
関
等
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
よ
り
使
い
や
す
い

シ
ス
テ
ム
に
な
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
登
録
者
が
増
え
な

　
　
い
が
、
消
防
団
員
に

全
員
が
登
録
を
し
て
い
た

令
和
５
年
12
月
６
日
現
在
、対
象
者（
認
知
症
等

高
齢
者
）が
50
人
、協
力
者
登
録
数
が
４
６
７
人

高
齢
者
等
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
登
録
者
数
は

質問質問

答弁答弁

答答答答

問問問問 答答

問問 答答

答答 だ
く
よ
う
な
お
願
い
、
ま

た
安
全
・
安
心
か
が
み
の

情
報
メ
ー
ル
と
シ
ス
テ
ム

共
有
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
登
録
者
、
捜
索
に
協

力
が
で
き
る
人
が
増
え
る

と
思
う
が
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
共
有
に
つ
い
て
は
、

技
術
面
や
技
術
外
の
い
ろ

い
ろ
な
問
題
あ
る
。
た
だ
、

令
和
３
年
度
に
、
行
方
不

明
者
が
出
た
際
は
安
全
・

安
心
か
が
み
の
情
報
メ
ー

ル
に
て
行
方
不
明
者
情
報

を
配
信
し
た
実
績
が
あ
る
。

に
は
保
健
師
が
関
わ
り
、

専
門
機
関
等
と
連
携
を
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
に
努

め
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
幼
児
期

か
ら
の
支
援
が
生
涯
に
わ

た
る
本
人
の
人
生
の
質
、

い
わ
ゆ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

に
と
て
も
重
要
で
あ
り
、

こ
う
し
た
体
制
の
継
続
や

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

平成30年2.34、令和元年2.03、令和２年2.07、
令和３年2.12、令和４年度1.77

直近５年間の合計特殊出生率は
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

資源ごみの回収実績を高め、生ごみ処理器、
コンポスト助成で減量化を図る

可燃ごみ減量化の取り組みを
どのようにされているか

質問質問

答弁答弁

12

月

会

議

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
可
燃
ご
み
を
減
ら

　
　
す
た
め
の
取
り
組
み

は
。
　
　
町　
長

　
　
　
可
燃
ご
み
の
中
に

は
、
食
品
残
渣
、
紙
、
布

類
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ゴ
ム
類
、

草
木
、
不
燃
物
、
そ
の
他

多
様
な
も
の
が
入
っ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
資
源
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

段
ボ
ー
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も

あ
っ
た
。
き
ち
ん
と
分
別

を
行
う
こ
と
も
減
量
化
の

有
効
な
方
法
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
、
広
報
紙
で

の
啓
発
、
出
前
講
座
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資

源
回
収
を
行
う
団
体
に
は

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
る
。

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
駐
車
場

内
に
資
源
回
収
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
を
設
置
し
、
紙
類
、

布
類
の
回
収
を
始
め
た
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
等

の
購
入
助
成
金
を
令
和
４

年
度
か
ら
増
額
し
、
生
ご

み
減
量
化
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
啓
発

　
　
を
行
い
、
効
果
は
あ

っ
た
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
地
元
か
ら
要
望
が

問問問問

あ
れ
ば
、
ご
み
の
分
別
等

に
つ
い
て
、
説
明
に
行
っ

て
い
る
。
町
の
職
員
が
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。
効
果
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
ど
れ
ぐ

ら
い
減
っ
た
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
包
装
の
量
が
徐
々
に

増
え
て
お
り
、
長
い
目
で

見
て
効
果
が
出
て
く
る
と

信
じ
て
い
る
。

　
　
　
生
ご
み
の
処
理
機
、

　
　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入

助
成
が
年
間
30
件
見
込
ま

れ
て
い
る
。
少
な
い
と
思

う
が
十
分
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
広
報
紙
等
で
年
１

回
程
度
は
周
知
し
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
は
９
台
、

生
ご
み
処
理
容
器
は
18
台

を
目
標
と
し
て
い
る
。
実

績
値
は
、
令
和
４
年
度
は

生
ご
み
処
理
機
が
12
台
、

生
ご
み
処
理
容
器
が
21
台
、

合
わ
せ
て
33
台
の
補
助
金

を
支
給
し
て
い
る
。
町
に

要
望
の
あ
っ
た
の
が
30
台

程
度
と
い
う
こ
と
で
予
算

計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
環
境
教
育
の
現
状

　
　
と
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
る

か
。
　
　
教
育
長

　
　
　
津
山
圏
域
資
源
循

環
施
設
組
合
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
等
へ
の
施
設
見
学

を
は
じ
め
、
河
川
の
生
き

物
調
査
を
通
じ
環
境
へ
の

配
慮
、
町
の
職
員
に
よ
る

ご
み
分
別
の
出
前
講
座
な

ど
、
勉
強
す
る
機
会
を
持

て
る
よ
う
、
各
学
校
で
工

夫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

学
校
行
事
や
地
域
活
動
へ

の
参
加
に
よ
り
、
学
校
周

辺
の
ご
み
拾
い
を
行
う
ク

リ
ー
ン
作
戦
も
行
っ
て
い

る
。　

　
今
後
も
自
然
環
境
の
大

切
さ
や
自
然
の
恩
恵
に
触

れ
、
郷
土
の
自
然
へ
の
愛

着
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
学

校
教
育
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
ご
み
の
学
習
は
大

　
　
事
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

行
け
ず
、
十
分
現
場
を
見

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
そ
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
見
学
な
ど

制
限
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
役

割
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
鏡
野
町
社
会
科
副
読
本

を
活
用
し
て
、
し
っ
か
り

施
設
見
学
に
代
わ
る
取
り

組
み
が
で
き
た
と
認
識
を

し
て
い
る
。

小
学
４
年
生
の
社
会
科
で
、
ご
み
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
、

家
庭
ご
み
の
分
別
は
、
身
近
な
問
題
と
し
て
学
習
し
て
い
る

小
・
中
学
生
へ
の
環
境
教
育
や
ご
み
問
題
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か

質問質問

答弁答弁

　
　
　
容
器
包
装
リ
サ
イ

　
　
ク
ル
協
会
の
１
分
間

動
画
な
ど
教
材
も
活
用
し

て
欲
し
い
。

　
後
期
基
本
計
画
の
中
に

課
題
と
し
て
「
集
団
回
収

奨
励
金
の
制
度
の
見
直

し
」
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
見
直
さ
れ
た
の
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
令
和
４
年
度
に
奨

励
金
を
一
律
８
円
／
㎏
に

値
上
げ
を
し
て
い
る
。

答答答答

問問答答

問問答答

問問答答

問問答答
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

藤
田
　
照
子

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

飯
綱
　
洋
平

　
　
　
　
　 

難
波
　
達
男

　
　
　
　
　 

岡
田
　
高
幸

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ19 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議会の組織の一つとして、本会議の予備的審査、調査機関として
設置されます。
　条例で、議会運営委員会、常任委員会、特別委員会を置くことが
できます。鏡野町議会では、議会運営委員会、３常任委員会（総務・
文教厚生・産業）、広報特別委員会が設置されています。

　鏡野町の宝であるこどもたちの最善の利益を尊重し、全ての
こどもたちが安全で安心して健やかに育つまちづくりを社会全体
で進めるために、この条例が制定されました。
　条例は、10条からなり、第８条に町の役割を示しています。
こどものみなさんからの質問を通して、このコーナーで理解を
深めていきたいと考えています。
　質問をお待ちしています。

病
院

 

に
も

ロ
ボ
ット
が

 

い
る
ん
だ

ロ
ボ
ット
病
院

本
日
は

注
射
の

サ
ー
ビ
ス

デ
ィ
で
す

夢
…
か
あ

大
・
小

ど
ち
ら
に

し
ま
す
か
？

議案の提案理由説明

送信フォーム

主な内容と　　き

３月４日㈪ 10:00～
※その他の日程は未定のため、２月末以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　
12
月
議
会
を
終
え
た

そ
の
瞬
間
か
ら
、
私
た

ち
の
広
報
誌
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
す
。
今
回
で

発
刊
19
号
に
な
り
ま
す

が
、
紙
面
づ
く
り
は
年

末
年
始
大
忙
し
で
す
。

　
さ
て
、
議
会
で
は
判

断
に
苦
慮
す
る
議
案
も

多
く
、
中
で
も
町
民
か

ら
提
出
さ
れ
た
請
願
書

（
風
力
発
電
事
業
）
に

対
し
て
は
多
く
の
傍
聴

者
が
見
守
る
な
か
、
緊

張
感
あ
ふ
れ
る
審
議
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
様

子
を
紙
面
に
表
現
す
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
こ
と
を

常
に
心
が
け
、
紙
面
づ

く
り
に
励
ん
で
参
り
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
片
田
八
重
美
）

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

鏡野町こども基本条例コーナー鏡野町こども基本条例コーナー
かがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れいかがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れい

委員会とは？

意

見

交

換

会

12

月

会

議

特
別
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

○私たち議員も、こどもまんなか応援サポーターとして活動
　していきます。

〒708-0392 鏡野町議会事務局 宛  ファックス：0868-54-4445  電子メール：送信フォームから

　　 かがみのちょう　   たから　                                                            さいぜん　       りえき       　そんちょう　          すべ

                                          あんぜん　    あんしん　            すこ　                  そだ　                                              しゃかいぜんたい

　　 すす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうれい    　せいてい

       じょうれい　                   じょう　                                 だい　    じょう　  ちょう　     やくわり　      しめ

                                                                              しつもん　      とお　                                                                      り  かい

 ふか　                                              かんが

        しつもん　　　　　  ま

     わたし        　ぎ いん　                                             おうえん　                                       かつどう

かがみのちょうぎかいじむきょく  あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんし　　　　　　 そうしん


